
ひ
と
り
親
の
求
職
活
動
者
に

I
C
O
C
A
を
支
給

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
長
期
化
に

伴
う
影
響
を
受
け
や
す
い
低
所
得
の
ひ
と
り
親

の
求
職
活
動
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、交
通
系

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド（ICO

CA

）を
支
給
し
ま
す
。

【
対
象
】令
和
３
年
８
月
分
～
12
月
分
の
児
童
扶

養
手
当
を
本
市
か
ら
受
給
し
、次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
。

❖
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
事
業
に
市
の
認

定
を
受
け
て
参
加
し
て
い
る
❖
高
等
職
業
訓
練

給
付
金
事
業
に
市
の
認
定
を
受
け
て
参
加
し
て

い
る
❖
公
共
職
業
安
定
所
な
ど
の
証
明
が
あ
る

求
職
活
動
に
月
に
２
回
以
上
取
り
組
ん
だ
❖
市

生
活
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
家
計
改

善
支
援
事
業
に
取
り
組
ん
だ　
な
ど

【
支
給
額
】対
象
の
１
項
目
に
つ
き
４
，０
０
０

円
分

【
申
請
方
法
】12
月
28
日
㈫
ま
で（
必
着
）に
申

請
書（
子
ど
も
支
援
課
、西
支
所
保
健
福
祉
係

に
備
え
付
け
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、郵
送

か
持
参
で
同
課
、同
係
へ
。申
請
者
に
よ
っ
て

は
申
請
書
以
外
に
添
付
書
類
が
必
要
。

▼
詳
し
く
は
、子
ど
も
支
援
課（
☎
66
・
１
０
９
４
）

か
西
支
所
保
健
福
祉
係（
☎
77
・
２
２
５
３
）へ
。

【
有
料
広
告
】

滞
納
整
理
強
化
月
間

　
８
月
は
滞
納
整
理
強
化
月
間
。国
民
健
康
保

険
料
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、介
護
保
険

料
、利
用
者
負
担
額（
保
育
料
）の
滞
納
者
に
文

書
や
電
話
な
ど
で
催
告
を
行
い
ま
す
。支
払
い

能
力
が
あ
り
な
が
ら
納
付
し
な
い
人
に
は
、給

与
や
預
貯
金
の
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分

を
厳
正
に
行
い
ま
す
。や
む
を
得
な
い
事
情
で

納
付
が
困
難
な
場
合
は
相
談
を
。

▼
詳
し
く
は
、債
権
管
理
課（
☎
66・１
０
０
７
）へ
。

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う

原
爆
投
下
の
日
・
終
戦
記
念
日

　
76
年
前
、８
月
６
日
に
広
島
市
、９
日
に
は

長
崎
市
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、一
瞬
に

し
て
多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、８
月
15
日
は
終
戦
記
念
日
で
す
。犠
牲

者
の
冥
福
と
全
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
り
、

誓
い
を
新
た
に
す
る
た
め
、次
の
日
時
に
黙

と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

【
原
爆
投
下
の
日
】 

❖
広
島
市
…
８
月
６
日
㈮
８
時
15
分

❖
長
崎
市
…
８
月
９
日
㈪
11
時
２
分

【
終
戦
記
念
日
】 

　
８
月
15
日
㈰
12
時　

　
《
福
祉
企
画
課
》

お得なICOCAの販売
　　　購入券の申し込み
　交通系ICカード「ICOCA」の普及拡大による、
鉄道の利用促進と新しい生活様式に対応した「非
接触」「キャッシュレス化」の促進のため、4,000円
相当分（デポジット（カード発行預り金500円）含）の
ICOCAを2,000円で販売します。購入には、購入
券の申し込みが必要です。
�ICOCAの販売
【場所】市内郵便局（簡易郵便局除く）
【対象】市内在住か通勤、通学の高校生以上
【枚数】1,500枚
【金額】2,000円（購入券も必要）
【期間】購入券に記載（9月10日㈮～10月末予定）
�購入券の申し込み
【申し込み方法】8月27日㈮までに住所、氏名、生
年月日、連絡先、希望購入先の郵便局を記入し郵
送(必着）か専用申し込みフォーム（下コードからア
クセス可）で舞鶴市公共交通ネットワーク会議（事
務局：企画政策課）へ。申し込みは1人1枚まで。
【購入券発送時期】９月上旬
※申し込み多数の場合は抽選
▶詳しくは、企画政策課（☎66・1042）へ。

市
職
員(

事
務
職
・
消
防
職
）

試
験
は
９
月
19
日

先輩職員からメッセージ

職種 採用
予定者数 受験資格

事務職
中級

３人程度

平成８年４月２日から平成 14 年４月１日までに生まれた方で、
短期大学（これと同程度のものを含む）卒業または卒業見込みの方

初級Ⅰ・Ⅱ（※） 平成 10 年４月２日から平成 16 年４月１日までに生まれた方で、
高等学校（これと同程度のものを含む）卒業または卒業見込みの方

消防職

上級

若干名

平成５年４月２日から平成 12 年４月１日までに生まれた方で、
大学（これと同程度のものを含む）卒業または卒業見込みの方

中級 平成８年４月２日から平成 14 年４月１日までに生まれた方で、
短期大学（これと同程度のものを含む）卒業または卒業見込みの方

初級 平成 10 年４月２日から平成 16 年４月１日までに生まれた方で、
高等学校（これと同程度のものを含む）卒業または卒業見込みの方

消防職は、日本国籍を有する方　舞鶴市に居住できる方

山本裕紀 さん
（H29年度採用）

地域づくり支援課

舞鶴を盛り上げたい

公民館や多世代交流に関することを
担当しています。

公民館が多方面で活用されるよう、
実際に公民館を利用している人から意
見を聞き、環境整備を行ったり、多世
代交流につながるような事業を考案し
たりしています。市役所にはさまざま
な部署があり、業務を通していろいろ
な人との出会いがあります。その出会
いをきっかけに、新しいことや興味が
あることにチャレンジすることもでき
ます。ぜひ、一緒に舞鶴を盛り上げて
いきましょう。

　
市
役
所
の
役
割
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生

活
や
仕
事
な
ど
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
、
条
件
や
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
す
。
地

域
で
今
、
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
市
民

の
皆
さ
ん
は
、
何
を
望
ん
で
お
ら
れ
る
の
か

を
常
に
考
え
把
握
し
、
地
域
の
抱
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に
向
け
て
市
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
知
恵
を
絞
り
、
汗
を
か
く
こ
と

が
で
き
る
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
９
月
19
日
㈰
９
時
15
分
か
ら

【
場
所
】
舞
鶴
市
役
所

【
受
付
期
間
】
８
月
27
日
㈮
ま
で 

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。
郵
送
は
、

８
月
27
日
17
時
15
分
必
着
。

【
申
し
込
み
方
法
】
申
込
書
（
市
役
所
総
合
案

内
、
人
事
課
、
西
支
所
総
務
・
税
務
係
、
加

佐
分
室
、
消
防
本
部
、
東
・
西
消
防
署
で
配

布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
下
コ
ー
ド
）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
事
務
職
は
人
事
課
、
消
防
職
は
消
防
本

部
へ
。
詳
細
は
、
試
験
案
内
で
ご
確
認
を
。

▼
事
務
職
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
人

事
課
（
☎
66
・
１
０
６
６
）
へ
。

▼
消
防
職
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
消

防
本
部
（
☎
66
・
１
０
９
０
）
へ
。

市民に信頼され、
市民の役に立つ市役所

市
職
員
が
目
指
す
「
職
員
像
」

❖
市
民
の
中
に
入
っ
て
、
地
域
の
課
題
を
見
つ
け
、

　
市
民
と
と
も
に
考
え
、
解
決
に
向
け
積
極
的
に
行
動
す
る
職
員

❖
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、
専
門
性
や
得
意
分
野
を
持
ち
、

　
自
ら
の
特
性
も
最
大
限
に
発
揮
し
、
市
民
の
信
頼
に
応
え
る
職
員

❖
社
会
情
勢
の
変
化
に
即
応
し
た
改
革
意
識
を
持
ち
、
仕
事
へ
の
情
熱
と

　
柔
軟
な
思
考
の
も
と
、
市
役
所
と
仕
事
を
変
革
で
き
る
職
員

※初級Ⅱ採用者は、土木系の職場に配属し職務経験を積むとともに、本市が指定する教育機関で土木技術の専門知識を
　習得していただきます。土木技術の習得後は技術職員として任用します。

新谷日菜 さん
（R２年度採用）

東消防署警備３課

市民の安心安全を
　　　　守りたい

火災現場での消火活動や市民への防
火指導などを行っています。初めての
消火活動では、実際の火災現場に圧倒
され、恐怖心から訓練どおりにいか
ず、自分自身の技術不足や経験不足
を感じました。今はとにかく訓練に励
み、市民の安心安全を守る消防士とし
て、もっと成長したいと思っていま
す。皆さんからいただく感謝の言葉は
私のエネルギー源であり、力が湧いて
きます。同じ想いを持った人とともに
仕事ができる日を待っています。一緒
に頑張りましょう。
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